




研究目的 

先天性代謝異常症の羊水診断に際して,培養期間の短縮を可能にする為,単一細胞レベルで

の酵素活性測定を,酵素組織化学的手法を用いて検討し,β-galactosidase 欠損症の出生

前診断に実際に応用した。 


